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発行
高次脳機能障害

徳島家族会
住所
徳島市上助任町

大坪173・1
電話088・655・鋸05

3月7日、徳島県立障害者交流プラザ（南

矢三町）において、当事者・家族等26名が

集い家族会結成後初めての会合が催されま
した。会議は「顔合わせ会」と副題をつけ、

お互いがこの障害とどのように向き合って

いるかを、自己紹介を含め進められました。

はじめに、岩垣会長が「会に結集された皆

さんは初めてですので、『顔合わせ会』とさ

せていただきました。障害に対する医療、介

護、また就労、就学の問題等、お互い悩みを

話す場として交流を図って行きましょう。」

と開会の挨拶がありました。

続いて、家族会の顧問である永虞教授か
ら、咽国でも高次脳機能障害者支援ネット
ワークづくりが進められています。医療だけ

でなく行政、家族も含めてどういうふうに進

めていくのか、研修会、交流会等を行ってき

ています。徳島の家族会の立ち上げは四国で

最後になりましたが、今後の活動に期待をし
ています。何かできる事があればお手伝い

をしていきたい。」と、挨拶がありました。

その後、参加者からの発言があり、「交通

事故で脳の障害が残ったが、行政も社会も障

（会が開かれた障害者交流プラザ）

害に対する理解をもっと深めてほしい。」「障害

者ということで就労が困難だ。」「高次脳機能障

害を知ったのは最近で、本人が事故で記憶を失
っている。」「事故後怒りっぽくなってしまっ

た。」「子供が事故で、脳の障害が残っている。

今後の教育が大変だ。」「疲れやすくなっている

し、医学的なことをもっと知りたい。」など抱

えている悩みはとても多く、また家族会に対し

ても寝たきりの当事者にどのように対応して
いくのか、支えてくれればいいといった家族会

の医療・行政機関への要望もありました。

このような発言に対して、永虞教授、また支

援者として出席していただいた阿南共栄病院
の北条氏から、助言をいただくことができまし

た。
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この間、2ケ月毎に定例会議を開いています0役員会の開催、季刊誌の発行、リーフレッ
トの発行と、やっと体裁が整ってきたところです0会員さんからの細かな相談に応じられる
体制にしたいと願い、活動しはじめています0結成時は20家族でしたが、今は28家族に
なっています∩
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5月29日第2回定例会議が徳島大学病

院ゼミナール室にて開かれ、当事者・家族、

支援者等30名が出席しました。
三木副会長の開会の挨拶、小笠氏の司会で

進められ、会の設立後の取り組みに触れなが

ら岩垣会長の挨拶があり、続いて、徳島県精

神保健福祉センタ一石元所長から「高次脳機

能障害について」と題して講演をしていただ

きました。

講演終了後の意見交換では、「障害者自立

支援法は自立に役立っ制度になっていない

悪法だ。」「会としては就労対策に取り組む必

要がある。」「就労・就学支援の窓口である市

町村の担当窓口が高次脳機能障害について

理解していないのでは」などの意見が寄せら

れました。

最後に事務局から、第1回定例会議以降の

会の活動と今後の活動について報告。提起を
しました。報告では、家族会のリーフレット

の発行、季刊誌の発行を行ってきたこと、ま

た今後の取り組みでは、第3回の定例会議の

開催、親睦交流会の開催、全国家族会への参

加の検討等が提起されました。

また、徳島県精神保健福祉士会から4名の

福祉士が出席され、「今後定例会議などに出

席し、支援していきたい。」との表明があり

ました。

講演「高次駐機歳椿事について」石ラ遠島県精神福祉センター所長
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はじめに、徳島県精神保健福祉センタ
ーの紹介があり、次に高次脳機能障害診

断基準についてのお話などがありまし

た。

「学術用語としては脳損傷に起因する認

知障害全般をさし、この中にいわゆる巣症状

としての失語、失行、失認のほか、記憶障害、

注意障害、遂行機能障害、社会的行動障害な

どが含まれます。
一方、記憶障害、注意障害、遂行機能障害、

社会的行動障害などの認知障害を主たる要

因として、日常生活や社会生活への適応に困

難を有する一群が存在し、これら当事者への

支援対策を推進する観点から行政的に、この
一群が示す認知障害を『高次脳機能障害』と

し、この障害を有する者を『高次脳機能障害

者』と呼ぶことが適当であると考え、診断基

準（3ページ掲載）を定めました。」

「全国で30万もの人が高次脳機能障害

で苦しんでおり、若年者層にも相当数が存在

します。この数字を単純に算出すると、県内

には400名いることが推察されるという

ことです。こうした障害に対する支援事業は

平成18年度から実施されており、精神保健

センター主催の専門研修、保健所における研

修会、県民への正しい知識の普及が行われ、

地域支援ネットワークの構築が進んでいま

す。」

制度の利用、軽減措置塔と

精神障害者保健福祉手帳に基づく制度と

して、所得税、相続税、県市町村税、自動車

税などの軽減措置がとられることや、公営住

宅への優先入居、バス運賃の割引などが受け

られることも話してくださいました。（講演時

のレジメ「高次脳機能障害について」は、会の事務局

にあります。）
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診断の基準（高次脳機能障害）
Ⅰ、主要症状等（1）脳の器質的病変の原因となる事故による受傷や疾病の発生の事実が確認されて
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（2）現在、日常生活または社会生活に制約がありその主たる原因が記憶障害、注意

Ⅱ、検査所見MR警深窓警告書焉諾笈忘課讐禁忌誌質的病変の存在が

Ⅲ、除外項目　驚さ羞完芸㌫墓古き㌶要語諾芸翳驚ぎ琵提言震需品
を有するが上記主要症状（1－2）を欠く者は除外する。

（2）診断にあたり受傷または発症以前から有する症状と検査所見は除外する。
（3）先天性疾患、周産期における脳損傷、発達障害、進行性疾患を原因とする者

Ⅳ、診断　（1）讐悪書手長て満たした場合に高次脳機能障害と診断する。
（2）高次脳機能障害の診断は脳の器質的病変の原因となった外傷や疾病の急性期症

状を脱した後において行う。
（3）神経心理学的検査の所見を参考にすることができる。

（病名はICD－10国際疾病分類で、FO4器質性健忘症候群、アルコールお
よび他の精神作用物質によらないもの、FO6月絹傷、脳機能不全および身体
疾患による他の精神障害oFO7脳疾患、脳損傷及び脳機能不全による人格及
び行動の障害）

徳島県精神保健福祉士会も支援

家族会活動への支援組織としてこれまで
に、徳島県社会福祉士会・徳島県医療ソーシ
ャルワーカー協会から支援するとした申し
出をいただき、家族会リーフレットにも掲載
されています。
今般、徳島県精神保健福祉士会からも支援

をいただけることになりました。心よりお礼
を申し上げます。
支援組織に対する相談窓口については、当

面は家族会事務局に出していただければ事
務局で協議し対応していきます。

高次脳機能障害」の啓蒙に
（県保健福祉部健康増進課発行）

県保健福祉部健康増進課が、4月「高次脳
機能障害」の啓蒙用リーフリットを作成し、
関係機関に配布しています。A4版10ペー
ジのカラー印刷で家族会の存在も記載されて
います。各市町村窓口に行って入手し読んで
みてください。
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支援を受けている組織の紹介

〔医療ソーシャルワーカー協会とは〕

保健・医療機関において、社会福祉の立
場から、患者さんや、家族の方々の抱える
経済的。心理的・社会的問題の解決・調整
を援助し、社会復帰の促進を図る業務を行

う0　具体的には療養中の心理的・社会的
問題解決・調整援助、退院援助、社会復

帰援助、受診受療援助、経済的問題の解
決・調整援助、地域活動等、医療社会事業
の発展に期するため、専門職としての資質
の向上・地位の確立をはかり、公衆衛生の

増進に寄与することを目的に活動している
団体です。

〔社会福祉士会とは〕
専門的知識および技術を持って、身体上

もしくは精神上の障害がある者、または環
境上の理由により日常生活を営むに支障が
ある者の福祉に関する相談に応じ、助言、
指導その他の援助を行うことを目的に活動
している団体です。

〔精神保健福祉士会とは〕
精神障害者の権利擁護に関するシンポジ

ユウムの開催やリーフレットの作成、障害

者ケアマネジメント研修の実施等、精神障

害者の社会的復権と福祉のための専門的・
社会的活動進め、精神保健福祉の増進に寄
与することを目的に活動している団体で

す。
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「高次脳機能障害って？」
＝脳外傷・脳梗塞・脳出血による脳障害＝

家族会は5月に、「高次脳機能障害って？」
の表題で、A4サイズで4ページ（A3二つ

折り）カラー刷りを発行しました。

第一版としての発行なので、発行部数を抑
え、配布後意見を聞きながら追記、訂正等を

行って行きたいと考えています。ぜひこのリ
ーフレットを活用し、多くの当事者・家族の

方に参加を呼びかけ、合わせて障害への理解

を求める資料として活用を図ってください。

関係行政機関、また医療機関に配布し活用を

依頼しているところです。徳島新聞（6月6

目付け）でも写真人で大きく取り上げていた

だきましたし、NHKでも朝（6月16日）

の番組で報道していただきました。また吉野

川、阿南保健所からは一定数の活用を図ると
した連絡を受けています。

ターフ仁ツ古勿野有と煮彦　6月5、6日、 

雷幣鵠遥顔酢畏蓮票群琵雷薔琵 配布活動を実施した他、県下の行政機関、主 な医療機関に発送配布を行いました。 

〝クふよ胸声んよう
＝＝ともに未来に＝＝

高次脳機能障害徳島家族会の結成から、今日
まで事務局窓口担当の私は、いろいろな方の悩
みを聞いてきました。この会は、ゆっくり時間
をかけてつくられてきた会ではない、’■何か1－
に突き動かされている様な感じで必死に進ん
できました。私たち会員は、絶望の瀬戸際を行
き来きし、暗く沈みがちになるけど、心のどこ
かに前向きに生きたいと願っていると思いま
す。高次脳機能障害という、非常にわかりにく
い障害は、ひたすら介護した、身内にも、幸い
リハビリを行った本人にも、何の支援も保護も
されることがないというおもいが強く、努力の
結果、我が首をしめることとなってしまったと
さえ思ったこともありました。そんな暗黒の時
代からようやく行政的にも理解されはじめ支
援の手がのびつつある今、私たちも手と手を取
り合い共に未来への扉をあけるため歩んでい
けたらと思Vが、ます。当事者・家族の皆さんには
決して希望をすてずに、あきらめないでほし
い、勇気をもってほしい、いっしょに歩みまし

ょうとお伝えしたいです。

当面の活動予定

みん啓でnL一作明

食べて　蕃蟹う

家族会では、当事者・家族の交流会として、当
事者が中心になってカレーライスを作り、食べて
話そう、と計画しています。誘い合って多くの方
に参加いただきたいとおもいます。日頃の療養、
介護、そして就労の実態など語りあってみてはど
うでしょうか。お待ちしてます。

日時　7月6日（日）午前10時

場所　徳島市大神子海岸キャンプ場

会費　1人300円

7月　6日：懇親昼食交流会

7月24日：第3回家族会定例会議（リハ

ビリについて講演予定）

9月10日：阿南保健所主催の高次脳機能

障害講習会で家族会の報告

と支援を訴える

10月3～4日：高次脳機能障害家族会全

国会議（岩手）
他日程は確定していませんが、第4回定例会議、高次

脳機能障害医学講演会も開催される予定です。

≪事務局より≫会発足半年が経過しまし
た。会の事務局も役員で受け持ち運営をし
ています。これまでの集まりで、悩みや要
望はある程度出されていますが、幅広く全
体のものとして関係機関に要望していきた
いと考えています。様々な悩みや不満、要
望などを事務局に送ってください。


